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研究成果の概要（和文）：保育士7名を対象とし、作業療法士がペアレント・トレーニング保育士版を用いて介入する
ことで、その保育士が担当する発達障害の疑いのある子どもの「気になる行動」が改善するかを調査した。
その結果、介入後において保育士が感じている子どもの「気になる行動」の「重要度」は有意に低下し、「満足度」は
有意に向上した。さらに終了1ヵ月後においても持続した。子どもの「気になる行動」の改善を示す「遂行度」は介入
後では変化は認められなかったが、終了1ヵ月後には有意に向上した。ペアレント・トレーニング保育士版は、保育士
の「満足度」を上げ、最終的に子どもの「気になる行動」も改善できる効果的な研修の1つであると考えられる。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study were: for occupational therapist to intervene with 7 nur
sery school teachers who teach children with behavioral problems using the parent training program for tea
cher, and examine the effects of intervention on children's behavior. As the results, the teachers' "impor
tance" about the children's behaviors significantly decreased and the teachers' "satisfaction" significant
ly increase after the intervention. Additionally the effectiveness was ongoing a month. The childrens' "pe
rformance" that show improve the children's behavioral problem did not change after the intervention. On t
he other hand, one month later the children's "performance" significantly increase. The parent training pr
ogram for teacher is effective training to improve the teachers' satisfaction and finally improve the chil
dren's behavioral problem. 
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
2005年に発達障害者支援法が施行され、

同法の中で、自閉症、アスペルガー症候群
などの広汎性発達障害（以下、PDD）、注意
欠陥多動性障害（以下、AD/HD）、学習障
害などの発達障害をもつ子どもの早期発
見・早期支援が地方自治体の役割として唱
えられた。 
長崎県においても、「発達障害児早期発
見、相談支援体制整備事業」を実施し、
これまで早期発見が困難であった発達障
害を乳幼児健康診査（以下、健診）にお
いてスクリーニングする研究と実践を行
ってきた。長崎県は 2004 年～2005 年に A
市をモデル地区とし、1 歳 6 か月健診に
おける自閉症スクリーニング精度向上の
ために、健診に自閉症スクリーニング検
査を取り入れ、その有効性を検証する試
みを行った。その結果、フォローアップ
へ繋いだ児が健診方法改訂前の 1.85 倍に
なり、新しい項目を取り入れた健診方法
が発達障害スクリーニングに役立つ可能
性が高いことがわかった 1）。続いて、2006
年～2007 年 A 市の 3 歳児健診において、
問診票に PDD の特徴項目 4 つと、AD/HD
の特徴項目 4 つを加え、さらに 2 次スク
リーニングとして保健師による個別の簡
易検査と医師による個別直接観察を行っ
た。この結果、フォロー又は精密検査必
要と判断された児が、健診改訂前には
3.6%だったのが、改訂後には 7.25％とな
り、有意に発見率の向上を示した 2）。 
「発達障害早期発見、早期支援体制整

備事業」のモデル地区であった A 市にお
ける 2010年度 3歳児健診において保健師
等での発達障害リスクの気づきは健診受
診児数の 16.1％であり、高い発見率は維
持されていた。しかしながら、医療機関
に繋がったのは、その内の 7.86％であっ
た。さらに、発達障害を診断できる専門機
関のない B 市においては、高い健診受診率
（98.2%）で、かつ保健師等による発達障
害リスク児の気づきが、健診受診児の
29.4%でありながら、その内、医療機関に
繋がったのは 0 名で、相談・療育機関に繋
がったのは 1 名のみであった 3）。 
このように、早期発見の研究と実践が

進んでも、専門機関による専門的な支援
が早期に開始できていない現状がある。
ましてや、専門機関のない地域において
は、早期支援が進みようもない現実があ
る。B 市においては、3 歳児以上の就園
率は 80％超える 4)など、他の地域よりも
高い値である。B 市においては、発達障
害の疑いのある子どもの多くが、専門的
な支援をうけないまま保育所に在籍して

いると推察される。 
 長崎県は「発達障害早期発見、早期支
援体制整備事業」の一環として、2006 年
にペアレント・トレーニングを導入した。
ペアレント・トレーニング 5）とは、心理
学の研究成果を活用した行動療法に基づ
き、不適切な行動を減らし適切な行動を
促すための心理社会的治療である。子ど
もの行動改善に効果があることが数多く
の研究により明らかにされている。米国
では AD/HD への包括的治療の二本柱と
して薬物療法に並んで重要視されており、
我が国でも AD/HD の診断治療ガイドラ
イン 6）において「基本治療キットの次段
階で考えるべき有用な治療法」と推奨さ
れている。実施形態は、グループで行う
ペアレント・トレーニングが主流になっ
てきている。発達障害者支援法の影響も
あり、障害児支援あるいは子育て支援の
一環として注目されており、高機能自閉
症をもつ子どものペアレント・トレーニ
ングも実施されるようになってきた。長
崎県においては、まずは専門機関におい
て AD/HD と診断された子どもの親を対
象としたペアレント・トレーニングの普
及を図った。その後、2008 年からは、発
達障害の早期発見者となり得る保育所の
保育士等を対象としたペアレント・トレーニ
ング保育士版（以下、ティーチャー・トレー
ニング）を実施するようになった。診断はつ
かないが、保育士が保育上で「気になる」と
気づいた子どもを支援できる体制とし 
て、作業療法士（以下、OT）等の専門家がテ
ィーチャー・トレーニングを用いた保育士と
の協働の試みが始まっているのである。 
 
２．研究の目的 
OT は、生活モデル型の発達支援を行う役割
がある。専門機関のない地域において、子ど
もの生活の場である保育所でティーチャ
ー・トレーニングを実践し、その効果検討を
行うことは、OT が果たすべき役割の一端で
あると考えられる。そこで、本研究は、ティ
ーチャー・トレーニングを用いて OT が保育
士と協働するなか、発達障害の疑いのある子
どもの行動特徴が改善するかどうかを調査
することを目的に実施する。本研究では、発
達障害の疑いのある児が、支援のないまま
多数在籍していると思われるB市の保育所
において、OT が保育士を対象にティーチ
ャー・トレーニングを実施し、保育士に「子
どもの行動チェックリスト教師版：
Teacher’s Report Form（以下、TRF）」7)と「カ
ナダ作業遂行測定：Canadian Occupational 
Performance Measure（以下、COPM）」8)を
実施し、ベースライン前、介入前・後、ベ
ースライン後で比較し効果を明らかにする。 
 
 
３．研究の方法 



(1)研究デザイン 
平成 24 年度、25 年度ともに、研究内容は同
じである。OT がティーチャー・トレーニン
グを実施する期間を介入期とし、介入期の前
後に約 1 か月のベースライン期を設け、各期
の前後、すなわち、ベースライン前、介入前・
後、ベースライン後の 4 回効果測定を行う。
時期や対象者が変わっても同じ効果を示す
ことができるかを検討した。 
 
(2)対象 
B 市の保育所に在籍する年長児（5 歳児）を
担当する保育士で、保育上「気になる」行動
のある児を担当している保育士を対象とし
た。平成 24 年度と平成 25 年度で、計 7 名の
保育士が対象となった。 
 
(3)効果測定法 
 子どもの行動に対する客観的な測定方法
としては TRF を用い、子どもの行動に対する
保育士の主観については COPM を用いて計 4
回測定した。 
 
①TRF 

TRF は、ペアレント・トレーニングの効果
判定に国際的にも使用されている「こどもの
行動チェックリスト：Child Behavior Check 
List」の教師版である。学校等における子ど
もの行動や情緒的な問題について教師がす
ることで信頼性・妥当性が示され、わが国で
も標準化されている。各行動の得点は、教師
によって 0～2 点の 3 段階で評価し、得点が
高いほどその行動が顕著に表れていること
を示す。引きこもり尺度、身体症状尺度、不
安/抑うつ尺度を含む内向尺度、非行的行動尺
度、攻撃的行動尺度を含む外向尺度に、社会
性、思考、注意の問題尺度を加えて総得点と
されている。 
 
②COPM 

OT によって開発された評価法である。対
象者にとって意味のある作業を探し、作業療
法を行った後で、その作業に対する対象者の
思いに変化があったかどうかを測定できる
とされている。対象者に作業遂行の問題を語
らせ、各作業や行動の「重要度」で点数化
してもらうことで対象者にとっての意味の
ある作業を探し、その作業の「遂行度」と
「満足度」も対象者に点数化してもらい、
主観の変化を捉える。点数は 1～10 点で評
点してもらい、高いほど「重要度」「遂行度」
「満足度」が高いことを示す。 
本研究では、対象者である保育士に発達

障害の疑いのある子どもの「気になる」行
動を自由に記述してもらい、その後、OT
による面談によって「気になる」行動を明
らかにし、かつ「気になる」度合としての
「重要度」を用いて評定してもらうことと
した。そして、子どもの行動が、保育士か
ら見てどのくらいでできているかを「遂行

度」によって評定してもらい、子どもの行
動に対する保育士の「満足度」がどれくら
いかを評定してもらった。 

 
(4)実施内容 
対象者が所属する保育所にて、ティーチャ

ー・トレーニングを実施した。ティーチャ
ー・トレーニングの実施期間は、隔週 1 回 1
時間、全 10 回、約 5 か月に渡った。毎回、
対象者が所属する保育所の休憩時間 13:30～
14:30 に実施した。 ティーチャー・トレーニ
ングとは、ペアレント・トレーニングを保育
士へ応用したものである。また、ティーチャ
ー・トレーニングは、21 世紀における国民
健康づくり運動を推進するために必要な参
加的・対話的学習方法をとっている。各回
は、ホームワークの報告、テーマ学習、次
回までのホームワークの説明の順で行う。
ホームワークの報告では、時にアドバイス
等も行うが、対象者が頑張って取り組んだ
ことを称賛し、辛い場面を共感しあい、互
いに認め合う「グループの凝集性」を大切
にしている。このように対象者の安心と安
全が保障できる環境の下、子どもの行動と
自分の対応、子どもに対する感じ方を客観
視し、出来る範囲で子どもの行動のとらえ
方を拡大し、ほめ方や指示の出し方等の新
たなスキルを学び、すぐに実践し、振り返
りながら、その子どもに合った対応が身に
つけられるよう支援してくプログラムであ
る。 

 
４．研究成果 
各年度 1 回ずつ、ティーチャー・トレーニ
ングを実施し、対象者は計 7 名であった。 
(1) TRF の結果 
TRF 総得点の平均の推移を図 1 に示す。 

フリードマン検定を行ったところ P 値=0.50 
となり有意差は認められなかった。 
 
(2)COPM の結果 
自由記述からは、保育士 1 名につき「気にな
る行動」が 3～5 つ挙げられ、全部で 29 項目
となった。 



29 項目行動について COPM で測定した保
育士の「重要度」の平均の推移を図 2 に示す。 
 
 

フリードマン検定を行ったところ、P<0.001
となり有意な変化を認めた。さらに、ウィル
コクソンの符号付順位検定を行い、ボンフェ
ローニの不等式による修正を行ったところ、
介入前から介入後、介入前からベースライン
後において有意な低下が認められた(P<0.01)。 
次に、子どもの「遂行度」の平均の推移を

図 3 に示す。 
 
 

フリードマン検定を行ったところ、P<0.001
となり有意な変化を認めた。さらに、ウィル
コクソンの符号付順位検定行い、ボンフェロ
ーニの不等式による修正を行ったところ、介
入前からベースライン後において有意にお
いてのみ向上した。 
同様に、保育士の「満足度」の平均の推移
を図 4 に示す。 
フリードマン検定を行ったところ、P<0.001
となり有意な変化を認めた。さらに、ウィル
コクソンの符号付順位検定を行い、ボンフェ
ローニの不等式による修正を行ったところ、

介入前から介入後、介入前からベースライン
後において有意に向上した(P<0.01)。 
 

 
 

(3)考察 
 
ティーチャー・トレーニングを受け保育士
は「気になる行動」の「重要度」が低下した
ことから、「気になる」度合いが下がったと
考えられる。さらに介入後においては、子ど
もの「遂行度」に変化はなくても保育士の「満
足度」は向上したことから、保育士の子ども
の行動に対する捉え方が変化し、子どもの行
動そのものには変化がなくとも子どもとの
関係に満足できるようになったと考えられ
る。保育士が子どもの行動に満足することに
よって、1 ヵ月後には子どもの行動が改善し
たと推察できる。 
本研究で、発達障害の疑いのある「気にな

る」子どもの行動改善が示せたことで、B 市
のように専門機関のない地域でも、OT によ
る間接的支援で効果が示せることが発信で
きる。さらに、診断名の有無に関わらず何ら
かの困難さを感じている子どもたちに保育
士が「気になる」という気づきと同時に支援
を開始できる生活モデル型の効果的な体制
づくりの先駆けとなりうる。これは、文部科
学省が通知した「特別支援教育の推進」9)や
厚生労働省が見直した「障害児支援」10)の在
り方の一つとして提案でき、発達障害児を薬
物療法といった医療の対象となる前に、適切
な保育・教育環境による発達支援を提供する
ことができる地域社会 11)の構築に寄与して
いけるものとなる。そして、まさに生活モデ
ル型の支援ができる人材を養成する指導者
として OT が貢献できることを示すことがで
きると考えられる。 
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